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（前列）小林清之副会長　守屋史子副会長　新盛岡税務署長 小笠原忠 氏　田口幸雄会長　工藤隆一副会長
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こ
の
度
の
人
事
異
動
で
盛
岡
税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
小
笠
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。
盛
岡
税
務
署
は
税
務
の
職
場

を
初
め
て
経
験
し
た
署
で
あ
り
、
今
回
で
四
回
目
、
通
算
七

年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
非
常
に
縁
が
深
い
署
と
感
じ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
盛
岡
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税

務
行
政
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

盛
岡
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
経
済
の

発
展
を
担
わ
れ
る
皆
様
が
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
適
正
・
公
平
な
申
告
納
税
制
度
の
維
持
・
発
展
と
税

務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
に

掲
げ
、
税
務
や
経
営
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
の
活
動

を
行
わ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
法
人
会
青

年
部
会
、
女
性
部
会
の
皆
様
に
は
、
租
税
教
室
の
講
師
と
し

て
、
児
童
・
生
徒
の
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
法
人
会
と
の
連
携
協
調
を

一
層
推
進
し
、
更
な
る
活
動
の
充
実
に
向
け
て
支
援
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
税
務
行
政
に
対
し
て
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
税
務
署
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
、
納
税
者
の
皆
様
の
状
況
や
心
情

に
十
分
配
意
し
な
が
ら
、
各
種
制
度
の
周
知
等
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
、
来
年
十
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
消
費
税
の
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
円
滑
な
導
入
に
向

け
た
周
知
・
広
報
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
事
業
者

の
皆
様
に
制
度
の
内
容
を
正
し
く
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上

で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を
ご
検
討
い
た
だ
け

る
よ
う
、
盛
岡
税
務
署
職
員
を
講
師
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
十
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
る
た
め
に

は
、
来
年
三
月
末
ま
で
に
登
録
申
請
書
を
ご
提
出
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
事
業
者
を
選
択
す
る
場
合
に
は
、

早
期
の
登
録
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
特
設
サ
イ
ト
を
ご
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
申
請
か
ら

登
録
通
知
の
受
領
ま
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
ほ
か
、
ｅ−

Ｔ
ａ
ｘ
の
更
な
る
普

及
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
普
及
・
定
着
、
電
子
帳
簿
保
存

法
の
周
知
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人
盛
岡
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
、
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
、着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

盛
岡
税
務
署
長
挨
拶

小
笠
原　
忠 

氏

盛岡税務署人事異動盛岡税務署人事異動
（令和 ４年 ７月 10 日付）

　７月 10 日付で盛岡税務署の定期人事異動があり、盛岡税務署長に小笠原　忠氏（前仙台国税局
課税第二部酒類監理官）が就任しました。署幹部及び法人課税部門の主な異動は次のとおりです。

盛岡税務署長 小笠原　　　忠（仙台国税局課税第二部酒類監理官）
盛岡税務署副署長（筆頭） 小　野　昌　俊（仙台国税局調査査察部査察第三部門統括国税査察官）
　　〃　　副署長 伊　勢　　　啓（仙台国税局徴収部特別整理第三部門統括国税徴収官）
　　〃　　副署長 加　藤　直　人（水戸税務署副署長）
　　〃　　総務課長 吉　田　秀　甲（仙台国税局会計課課長補佐）
　　〃　　法人課税第一部門統括国税調査官 松　戸　広　海（いわき税務署法人課税第一部門統括国税調査官）
　　〃　　法人課税第二部門統括国税調査官 佐　藤　美由紀（盛岡税務署税務広報広聴官）
　　〃　　法人課税第四部門統括国税調査官 安　保　辰　広（郡山税務署法人課税第四部門統括国税調査官）
　　〃　　法人課税第五部門統括国税調査官 福　山　和　麻（盛岡税務署審理専門官（法人課税事務担当））
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盛
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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老
舗
訪
問

　

当
社
は
江
戸
時
代
後
期
、
文
政
12
年
の
創
業

時
よ
り
岩
手
山
の
麓
の
酒
蔵
で
酒
造
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
銘
柄
の
「
鷲
の
尾
」
は
春
先
に
鷲
が
羽

根
を
広
げ
た
よ
う
な
雪
形
が
表
れ
る
岩
手
山
の
麓

に
酒
蔵
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鷲
の
尾
の
方
に
あ
る

酒
蔵
の
酒
と
い
う
こ
と
で
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

初
代
は
工
藤
家
の
分
家
と
し
て
雫
石
町
か
ら
養
子

を
迎
え
て
創
業
し
、
現
在
ま
で
８
代
続
い
て
い
ま

す
。
地
酒
と
し
て
地
元
を
中
心
に
親
し
ま
れ
て
き

た
「
鷲
の
尾
」
は
、
か
つ
て
東
洋一の
硫
黄
鉱
山

と
呼
ば
れ
た
松
尾
鉱
山
で
も
多
く
ご
愛
飲
頂
い
た

こ
と
で
1
9
6
9
年
の
閉
山
以
降
に
鉱
山
か
ら
離

れ
た
人
が
移
り
住
ん
だ
盛
岡
近
郊
へ
と
広
が
って
い

き
ま
し
た
。
地
元
で
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
く
地

酒
こ
そ一番
美
味
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
製
造

量
の
ほ
ぼ
全
量
が
岩
手
県
内
で
の
販
売
で
す
。

　

最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
銘
柄
「
金
印
」
は
当
社

が
最
も
大
切
に
し
て
い
る
日
本
酒
で
す
。

1
9
5
0
年
に
当
蔵
に
き
た
南
部
杜
氏
佐
々
木
久

氏
が
、
6
代
目
の
期
待
す
る
「
売
れ
る
酒
を
造

る
」
こ
と
へ
の
答
え
と
し
て
普
段
飲
む
機
会
が
多

い
手
頃
な
酒
が
美
味
し
い
な
ら
ば
お
客
様
は
「
鷲

の
尾
」
を
支
持
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
と
考
え
ま
し

た
。「
良
い
原
料
を
使
え
ば
美
味
し
い
日
本
酒
が

で
き
る
」
と
い
う
狙
い
で
、
2
級
酒
で
あ
る
「
金

印
」
に
1
級
酒
と
同
じ
ク
ラ
ス
の
原
料
を
用
い
、

鷲
の
尾
を
代
表
す
る
酒
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
ま
し
た
。
2
0
0
2
年
に
自
社
社
員
に
よ

る
酒
造
り
に
切
り
替
え
る
た
め
に
秋
田
や
山
形
の

酒
蔵
で
杜
氏
を
し
て
き
た
角
田
篤
弘
氏
を
杜
氏
と

し
て
招
き
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
角
田
杜
氏
は

当
社
の
「
金
印
」
へ
の
想
い
に
共
感
し
、
得
意
と

す
る
秋
田
式
山
廃
の
技
術
を
「
金
印
」
に
注
ぎ

こ
み
ま
し
た
。
2
0
0
6
年
か
ら
石
井
勝
洋
杜
氏

が
造
り
を
率
い
、
2
0
1
4
年
に
は
長
期
貯
蔵
前

の
火
入
れ
（
低
温
殺
菌
）
し
た
日
本
酒
を
急
冷

す
る
技
術
を
導
入
し
、
2
0
1
6
年
に
山
廃
に
用

い
る
乳
酸
菌
に
蔵
付
き
の
菌
を
活
用
す
る
等
、
こ

の
地
で
醸
す
「
金
印
」
を
追
及
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
3
年
、
岩
手
の
酒
蔵
と
し
て
最
上
級
の

日
本
酒
を
岩
手
県
の
原
料
米
、
麹
菌
、
酵
母
で

造
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
岩
手
県
産
酒
造
好

「
伝
統
と
し
て
繋
い
で
き
た
こ
と
」

株
式
会
社
わ
し
の
尾　
代
表
取
締
役
　
工
藤
　
朋

常居

わしの尾旧店舗 酒株受渡書

vol.

04

適
米
「
結ゆ

い

の
香か

」
を
原
料
と
し
た
純
米
吟
醸
酒

造
り
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
同
年
度
の
全
国

新
酒
鑑
評
会
で
の
金
賞
受
賞
を
は
じ
め
、
令
和
２

年
東
北
清
酒
鑑
評
会
で
審
査
員
特
別
賞
、

2
0
2
1
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本
酒

コ
ン
ク
ー
ルK

ura m
aster

で
純
米
大
吟
醸
酒

部
門
の
上
位
５
点
に
選
ば
れ
る
な
ど
高
い
評
価
を

頂
い
て
い
ま
す
。

　

1
8
2
9
年
に
創
業
し
た
当
社
は
ま
も
な
く
創

業
2
0
0
年
を
迎
え
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
近

代
へ
の
大
き
な
変
化
や
第
２
次
世
界
大
戦
と
い
う

大
き
な
戦
禍
を
乗
り
越
え
、
焼
酎
ブ
ー
ム
の
荒
波

に
も
揉
ま
れ
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
き
な
揺

れ
も
経
験
し
、
こ
こ
2
年
ほ
ど
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
飲
食
の
場

が
縮
小
し
て
い
る
こ
と
に
影
響
を
大
き
く
受
け
る

中
に
も
、
岩
手
山
の
麓
で
醸
す
「
鷲
の
尾
」
に
魅

力
を
感
じ
て
下
さ
る
多
く
の
お
客
様
の
お
か
げ
で

事
業
を
継
続
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

社
の
酒
蔵
で
働
く
製
造
社
員
は
南
部
杜
氏
資
格

取
得
を
最
初
の
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
南
部
杜
氏

達
は
酒
造
り
に
常
に
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。
当
社
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
育
っ
た

米
を
奥
行
き
の
あ
る
日
本
酒
へ
と
造
り
あ
げ
る
た

め
に
、
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
活
用
で
き
る
技
術

を
取
り
入
れ
、
技
術
に
使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
技

術
を
使
い
こ
な
し
、
多
く
の
方
に
「
岩
手
を
訪
れ

て
飲
ん
で
み
た
い
」
と
期
待
さ
れ
る
鷲
の
尾
を
造

り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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開催日：令和 4年 7月 12 日（火）
会　場：滝沢市商工会館
出席者：20 名
研修会：インボイス制度について

開催日：令和 4年 8月 5日（金）
会　場：矢巾町商工会館
出席者：22 名
研修会：インボイス制度について

開催日：令和 4年 8月 23 日（火）
会　場：都南文化会館キャラホール
出席者：23 名
研修会：インボイス制度について

開催日：令和 4年 7月 26 日（火）
会　場：盛岡卸センター組合会館
出席者：29 名
研修会：インボイス制度について

開催日：令和 4年 9月 3日（土）
会　場：岩手カントリークラブ
出席者：44 名

開催日：令和 4年 8月 30 日（火）
会　場：八幡平カントリークラブ
出席者：11 名

開催日：令和 4年 7月 27 日（水）
会　場：八幡平市商工会館
出席者：24 名
研修会：インボイス制度について

開催日：令和 4年 8月 19 日（金）
会　場：雫石商工会館
出席者：19 名
研修会：インボイス制度について

開催日：令和 4年 9月 13 日（火）
会　場：紫波町商工会館
出席者：9名
研修会：健康経営について

支部総会及び事業紹介

滝沢支部

矢巾支部

都南支部

流通センター支部

矢巾支部ゴルフコンペ

都南支部ゴルフコンペ

西根支部

雫石支部

紫波支部

　各支部に於いて総会が行われ令和 3 年度事業報告及び決算、令和 4 年度事業計画と
予算が承認され、同日に税務研修会が開催されました。
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開催日：令和 4年 8月 2日（火）
講　師：伯母　敏子�氏（税理士）
演　題：中小法人の決算と法人税申告の基礎知識
参加者：1名

開催日：令和 4年 8月 22 日（月）
講　師：岩見　誠�氏（株式会社ブレーン）
演　題：ワード講座　申請書作成編
参加者：1名

開催日：令和 4年 8月 20 日（土）
場　所：南部富士カントリークラブ
参加者：16 名

開催日：令和 4年 8月 4日（木）
講　師：大友上席国税調査官（盛岡税務署）
参加者：4名

開催日：令和 4年 9月 6日（火）
講　師：岩本審理専門官（盛岡税務署）
参加者：11 名

開催日：令和 4年 9月 2日（金）
場　所：浄土ヶ浜パークホテル
参加者：10 名

新設法人説明会

確定申告書の見方書き方講座

研修の集い「宮古大会」

決算説明会（オンラインセミナー）

ITセミナー（オンラインセミナー）

スポーツ大会（第 1回ゴルフ大会）

開催事業・青年部会

青年部会事業
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オンラインセミナーへの申込みから当日の参加までの手順になります。
1 申込み

申込サイトのお申込み
はこちらより必要事項
を入力して送信

2 申込み締切後

オンラインセミナー事
務局より参加案内メー
ルが届く

3 前日
再度参加案内メール
が届く　メール文中
のリンクよりテキスト
のダウンロード

4 当日
参加案内メール文中
のリンクよりセミナー
に参加
※30分前から入場可能

※登録フォームは法人会および ROD－ライブセミナー運営会社の株式会社ブレーンに送信されます。
※登録フォームにてご記入いただいた個人情報は「お問い合せの対応」および「本サイトの情報提供」に関する業務のみで使用されます。

【日　時】
◆第 1講座
１０ 月 １９ 日（水）
14：00 〜 16：00
◆第 2講座
１１ 月 ９ 日（水）
14：00 〜 16：00
◆第 3講座
１２ 月 １４ 日（水）
13：30 〜 16：00

【会　場】
岩手県法人会館
（盛岡市盛岡駅西通1-3-3）

【受講料】
無料
【定　員】
各講座先着 25 名

★申込方法
盛岡法人会サイトのセミナー申込ページよりお申込み下さい。
http://www.iwate-ho.jp/morioka/contact.html

　　　　右記のQRコードからも
　　　　申込できます。

・新型コロナウイルス感染状況により中止する場合があります。
・�感染防止の観点から、咳や発熱等の症状がある方や、体調のすぐれ
ない方はご遠慮頂いております。
・�ご来場の際は、マスクの着用、検温など感染予防へのご協力をお願
いします。

こちらのQRコードを読み
取って、お申込みサイトへ
アクセスしてください。

下記申込サイトよりお申込みください。右記のQRコードからもサイトにアクセスできます。

日程 主な講座内容
10 月 19 日（水）
申込締切 10/12

インボイス制度
（中島祥貴講師）

●インボイス制度とは　　　　●インボイス制度による影響と判断
●登録申請手続き�等

11 月 9 日（水）
申込締切 11/2

電子帳簿保存法
（中島祥貴講師）

●電子帳簿保存法改正の概要　●電子帳簿保存法の 3区分
●電子取引情報の具体的な保存方法　等

12 月 14 日（水）
申込締切 12/7

インボイス制度・電子帳簿保存法
（林忠史講師）

●確認したい消費税の仕組み　●インボイス制度が導入されると起こる変化？
●電子帳簿保存制度と改正のポイント�等

セ
ミ
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ー
の
ご
案
内


